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問税務課市民税Ｇ　☎ 029‐298‐1111

確定申告・住民税申告

※最終日（３月17日）は正午まで　（最終予約時間：午前11時40分）
（最終予約時間：午後３時40分）午前９時～正午、午後１時～４時時間

市中央公民館　大会議室場所

平日の日中に来られないかたの休日申告日 ３月２日日
期間 ２月17日月～３月17日月

※�土・日曜日、祝日
を除く

土地、建物の譲渡所得がある（収用を除く）
住宅借入金等特別控除（１回目）を受ける
青色申告および損失の繰越をする
令和６年分以外の所得税の確定申告をする

株式などの譲渡所得・配当所得がある
先物取引に係る雑所得などがある
暗号資産に係る雑所得などがある

こんなときは太田税務署へ 問太田税務署　〒 313‐8686　常陸太田市金井町3662　
☎ 0294‐72‐2171（自動音声案内）※予約制となっています。

受付期間 １月23日木午前９時～３月17日月午前10時30分

予約方法 市ホームページ内専用予約フォーム

※午前９時～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）
※電話番号は毎年変更されますのでご注意ください。
※�受付開始当初や休日明けは電話がつながりにくくなることが予想されます。しばら
く経ってからお掛けなおしいただくか、可能な限りWEB予約にご協力ください。

申告受付予約コールセンター ☎029‐219‐8850電話

WEB
暮らし・手続き＞市税＞申告＞申告受付予約

申告受付は事前予約が必要です！

ご注意
収支内訳書や医療費明細書は事前に作成してご持参ください。
事前に作成をしていない場合、申告受付をお断りする場合があります。用紙は、
市役所（本庁）税務課前または瓜連支所窓口前に配置しています。

※「確定申告・住民税申告に関するパンフレット」の各戸配布はありません。

予約枠１つにつき、１人分の予約ができます。同じ世帯で２人以上の申告を行う場合は、連続する時間
帯をご予約ください。　※税務課への電話や窓口では予約できません。
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ご自身が申告する必要があるか、目安としてご利用ください。
納め過ぎた所得税の還付を受けたいときは、次に関わらず確定
申告が必要です。

申告フローチャート

�◆�収入なし、非課税収入のみのかたで申告が不要のかたでも、次の
ときは申告が必要な場合があります。
　◦児童手当・就学援助・公営住宅入居などの手続きをするとき
　◦�課税（所得）証明書などが必要なとき
◆�国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険に加入しているかた
は、申告することで保険料の軽減を受けられる場合があります。

ただし、次のことを
ご確認ください。

主に給与

ご家族などの税法上の扶養
に入っている
※�社会保険の扶養とは異なり
ます。ご注意ください。

非課税収入のみ
（遺族年金・障害年金など）

収入なし

必要

主に年金

年金収入額が400万円
以下で、年金収入以外
の所得が 20万円以下

医療費控除など、控除を追加したい

必要必要

必要不要

不要

令和６年中にどんな収入がありましたか？

令和７年１月１日現在、
那珂市に住んでいましたか？

令和７年１月１日に、
住民登録のある市区町村に
申告してください。

スタート

不要

事業所得（農業・営業など）、
不動産所得、
雑所得、一時所得

◦�給与収入が２千万円
を超える
◦��２か所以上から給与
所得があり、年末調
整が済んでいない

年末調整が
済んでいて、
内容に変更
がない

年末調整が済んでいないかた
年末調整が済んでいて、医療費控除
などの控除を追加したいかた

株式などの譲渡をされたかた（特定口座をお持ちのかた）
年金収入や副業などの雑所得があるかた
２か所以上の給与所得があるかた

スマホで申告してみませんか 問太田税務署
☎ 0294‐72‐2171（自動音声案内）

※青色申告決算書・収支内訳書がスマホ専用画面でも作成可能です。

簡単！
事前予約なし
待ち時間なし
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問市子ども会育成連合会事務局（生涯学習課内）　☎ 029‐298‐1111

子ども会は、地域の子どもたちが「遊び」を中心にさまざまな活動を
行う集団です。お祭りにキャンプ、バーベキュー、自治会と一緒にボラ
ンティア活動をしたり…活動内容は地区によってさまざまです。
活動をとおして、心と体の健全な育成はもちろん、協調性、自主性、
創造力など時代を生き抜くたくましさを身につける場でもあります。学
年のちがう子どもたちや地域とのつながり、集団だからこそできる活動
も魅力です！
新しい取り組みや主体的な活動をする市内の子ども会を紹介します！
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子
ど
も
会
に
入
ろ
う
！
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
各
子
ど
も
会
会
長
ま
た
は
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
事
務
局
に
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「自分が住む地区に子ども会がないけど、子ども
会活動をしたい」という五台地区在住・在学の小
学生～高校生のために発足した「五台子ども会」。
今年度は、五台地区まちづくり委員会や市子ど
も会育成連合会主催の事業を中心に小中学生19人
が活動し、夏には防災体験を中心とした内容の宿
泊イベントを行いました。
子どもたちがのびのびと楽しく、コミュニケー
ション能力や自己実現力を身につけられるよう、
活動の幅を広げて、今後もさまざまなことにチャ
レンジしていく予定です。

令和６年４月から活動スタート！

五台子ども会

令和６年「全国子ども会連合会表彰」を受賞

芳野小子ども会
学区でひとつの子ども会に統合し、結成 10
年目を迎える「芳野小子ども会」。
小学６年生を中心に活動の企画・運営をする

「子ども会議」を開催しています。
令和４年度は、ロシアとウクライナの戦争に
ついてディスカッションを行い、世界平和や募
金を促すポスターを作成し、市内の店舗にポス
ターの掲示依頼と募金箱の設置をお願いに回り
ました。そのほか、子どもたちで作る「子ども
新聞」や令和５年度から実施している「防災宿
泊訓練」など楽しみながら活動をしています。
令和６年７月には、子どもたちの自主性のあ
る取り組みが評価され、「全国子ども会連合会
表彰」を子ども会および育成会が受賞しました。



小学生の皆さん、スポーツを楽しんでいますか？
広報なかでは、那珂市スポーツ少年団を種目ごとに紹介しています。
第４弾の種目は「柔道・剣道」です。　
「何かスポーツを始めてみたい」と思ったら、気軽に各少年団にお問い
合わせください。 問スポーツ推進室　☎ 029‐297‐0077

編

　「三つの喜び」
　剣道を通じて子どもたちに、努力する喜び、進
化する喜び、勝つ喜びを実感してもらうことを大
切にしながら活動しています。
　真剣勝負で自分を超える楽しさを、体験してみ
ませんか？

額田誠心館

�問 	武藤　☎ 090‐2366‐4669
	 船橋	 ☎ 090‐2467‐2638
申

対 象　�小学生以上

活 動 日　木曜日（午後 7時～８時 30分）
　　　　　土・日曜日（午前８時～ 10時）
	 ※土・日曜日は、横堀剣道との合同稽古

活動場所　二中武道場（木）、横堀小体育館（土・日）

そ の 他　道着、剣道具は貸与。竹刀プレゼント。

　「剣心一如」を掲げ、技術と精神を鍛練しながら、
青少年（元気よく挨拶ができる子、がまん強い子、
優しく賢い子）の健全育成を目指します。
　「交剣知愛」をモットーに、心豊かな人間関係
づくりや特色ある地域社会づくりに努めます。

菅谷剣道

�問 	桐原　☎ 090‐1037‐3111
	 小宅　☎ 029‐295‐6811
申

対 象　�小学生以上

活 動 日　月・水曜日（午後 7時～８時 30分）
	 土曜日（午後 5時～ 6時 45分）

活動場所　四中武道場

そ の 他　剣道具は貸与します。

剣道柔道
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※�入団できる対象に制限がある場合がありますので、各少年団に必ずお問い合わせ
ください。

　スポーツ少年団は、技術の向上のみならず、さまざまな経験を通して子ど
もたちの体と心を育てます。スポーツ少年団に入団して、 たくさんの仲間を
つくりませんか？
　詳しい活動内容を知りたいかたや入団をご希望のかたは、各少年団のお問
い合わせ先にご連絡ください。

　「剣は心なり」
　礼儀正しく、強い体と明るい笑顔、努力、協力、
忍耐力の育成を目指しています。
　剣道を通じて友達との「和」と「輪」を広げよう !!

横堀剣道

�問	住谷　☎ 090‐7222‐8947申

対 象　�小学生（親子での入団歓迎）

活 動 日　土・日曜日（午前８時～ 10時）
	 ※額田誠心館との合同稽古

活動場所　横堀小体育館

そ の 他　剣道具は貸与します。

　心技体・・・強い心と体。
　礼に始まり、礼に終わる。
　柔道を通じて健全な精神と技術の向上を、仲間
と一緒に楽しく培います。
　スポーツが苦手でも大丈夫です。ぜひ、見学に
来てください。

那珂市柔道

�問	綿引	 ☎ 090‐1795‐8641
	 須加野	 ☎ 090‐3319‐8939
申

対 象　�幼児・小学生・中学生

活 動 日　火・金曜日（午後７時～８時 30分）
	 ※中学生は午後９時まで
	 日曜日（午前９時～ 11時）

活動場所　�一中武道場（火・金）、
	 四中武道場（日）

1 月 27日号7
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⃝参考文献　
　『白土松吉とその時代』	 先﨑千尋氏／茨城新聞社
　『ほしいも百年百話』	 先﨑千尋氏／茨城新聞社
　『那珂市ゆかりの先人たち』	 那珂市教育委員会

那珂市名誉市民

那珂市名誉市民を選定しました

サツマイモの増収栽培に生涯をかけて力を尽くす

白
し ら と

土 松
まつきち

吉 氏

白土松吉氏の功績

　白土松吉氏は、茨城県立農学校（現水戸農業高校）を
卒業後、明治42年に那珂郡農会（農家の指導機関）の技
手となりました。水利に恵まれない那珂台地における
農業経営の安定化を図るため、氏は干ばつに強く痩せ
地でも栽培できるサツマイモに着目し、増収栽培の
研究に没頭しました。昭和元年、たゆまぬ努力と試行
錯誤により、大幅な増収につながる栽培法を体得しま
した。その後も、技術的に解りやすく、経済的で合理
的な栽培方法の確立に向けて精力的に研究を続けた結
果、昭和 12年に画期的な「白土式甘

かんしょ
藷栽培法」を完

成させました。
　その他、用水不足に悩む那珂川沿岸の水田農家の窮状
を憂いた氏は、小

お ば え
場江堰

ぜき
用水路の改修にも取り組みまし

た。数百回に渡る講演会を開催して改修の必要性を訴え
るとともに、粘り強く関係者を説得して回り、事業の推
進に大きく貢献しました。
　これらの功績は高く評価され、昭和18年には農事功

　旧那珂町、旧瓜連町が平成17年１月21日に合併し、那珂市誕生から本年度で20年目の節目を迎え、１月18日に開催
した市制施行20周年記念式典において、市勢発展に多大なる功績を残された白土松吉氏に、名誉市民の称号を贈呈し
て顕彰しました。ここでは、新たに名誉市民となった白土氏についてご紹介します。

労者として高松宮殿下や県知事から表彰を受けまし
た。また、昭和 23年には有志により那珂郡芳野村に
「白土甘藷研究所」が建てられ、ここでサツマイモの研
究をしながら晩年を過ごしました。昭和 30年には黄
綬褒章を受章し、翌年、白土松吉翁顕彰碑が旧那珂町役
場構内に建立されました（現在は一の関ため池親水公
園内に移設）。
　氏が生涯をかけて力を尽くしたサツマイモの増収栽
培の研究は、那珂台地の農業振興に貢献し、戦中戦後
の食糧難から多くの人々を救うとともに、本市が特産
品「ほしいも」の一大生産地として発展するための重
要な礎となりました。

　「那珂市名誉市民」とは、社会の進展に著しい功績があり、市民が郷土の誇りとして
ひとしく尊敬するかたに贈られる称号です。市ではこれまでに、根本正氏、宮本逸三氏、
中井川浩氏、岩上二郎氏の４人のかたを名誉市民として顕彰しています。

那珂市名誉市民とは？

問秘書広聴課秘書G　☎ 029‐298‐1111

明治14年～昭和31年
（1881 ～ 1956）
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第
２
回
市
内
一
斉
清
掃

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
や
市
内
事
業

所
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
▼
３
月
２
日
㈰

※
開
始
時
間
や
収
集
場
所
な
ど
は
、各
地

区
自
治
会
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ご
不

明
な
場
合
は
、
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
、
３
月

９
日
㈰
に
延
期
し
ま
す
。
延

期
の
場
合
は
、
防
災
行
政
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
環
境
課
環
境
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

相
談

く
ら
し

イ
ラ
ス
ト
挿
入

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

期
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た　
３
月
３
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た　
３
月
10
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た　
３
月
17
日
㈪

◦
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た　
３
月
27
日
㈭

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

　
　
　
②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
ま
た
は

そ
の
家
族

相
談
内
容
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
な
ど
の

日
常
生
活
・
家
族
関
係
・
人
間
関
係
の
悩

み
、
生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相
談
員
、知
的
障

が
い
者
相
談
員
、市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

費
用
▼
無
料
　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会
菅
谷
事
務
所

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
８
１

FAX
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
９
０�

住
ま
い
の
相
談
会

期
日
▼
４
月
22
日
㈫

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
水
戸
市
役
所
本
庁
舎
５
階

相
談
室（
水
戸
市
中
央
１‐４‐１
）

相
談
内
容
▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
の
疑
問
・
質
問

相
談
員
▼
建
築
士

定
員
▼
10
人
（
先
着
順
）　

費
用
▼
無
料

申
込
方
法
▼
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム（
い
ば

ら
き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
利
用
）

申
込
期
間
▼
３
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

�申
問
県
住
宅
課
民
間
住
宅
・
住
宅
指
導
Ｇ

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
７
５
５

２月20日以降に公開予定▶

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

期
間
▼
２
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

場
所
▼
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
内
容
▼
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談

費
用
▼
無
料

※
要
事
前
予
約
（
各
司
法
書
士
事
務
所
）

問
茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

難
病
患
者
の
か
た
に

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

対
象
者
▼
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
の
受
給
者
証
を
保
健
所
か
ら
交

付
さ
れ
て
い
る
か
た

◦
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証

◦
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証

◦
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
医
療
受

給
者
証

※
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
か
た
で
、
転
入
前
の
市
区
町
村
で
同
様

の
手
当
を
受
給
さ
れ
た
か
た
、
今
年
度
す

で
に
那
珂
市
の
手
当
を
受
給
さ
れ
た
か
た

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
対
象
と
な
る
受
給
者
証
の

交
付
を
複
数
受
け
て
い
る
場

合
は
、
い
ず
れ
か
一
枚
で
の

申
請
と
な
り
ま
す
。

手
当
額
▼
年
１
万
５
千
円
（
口
座
振
込
）

提
出
書
類
▼
申
請
書
、
受
給
者
証
の
コ

ピ
ー
（
申
請
時
に
有
効
な
も
の
）

※
申
請
書
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

※
本
人
名
義
の
振
込
先
が
確
認
で
き
る
も
の

（
通
帳
の
写
し
な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
▼
３
月
31
日
㈪

�申
問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

全
国
一
斉
投
資
被
害
１
１
０
番

日
時
▼
２
月
25
日
㈫
午
後
１
時
～
３
時

相
談
電
話
番
号
▼

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
３
３
６
７

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
３
３
６
８

相
談
内
容
▼
商
品
先
物
取
引
被
害
、
Ｆ
Ｘ

取
引
被
害
、
ポ
ン
ジ
・
ス
キ
ー
ム
被
害
な

ど
、
投
資
被
害
に
関
す
る
法
律
相
談

相
談
員
▼
弁
護
士

費
用
▼
無
料

※
別
途
電
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

問
茨
城
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
５
０
１
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催
し

五
台
地
区
の
皆
さ
ん
へ

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
正
午
・

夕
方
の
時
報
を
一
時
休
止
し
ま
す

期
日
▼

⃝

正
午・夕
方	
２
月
27
日
㈭
、３
月
７
日
㈮

⃝

正
午
の
み	
２
月
28
日
㈮
、３
月
10
日
㈪

対
象
▼
五
台
地
区
全
域
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー

※
県
立
高
等
学
校
の
進
学
学
力
検
査
な
ど

の
実
施
の
た
め

問
防
災
課
防
災
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

２月のいぃ那珂マルシェ
毎月最終土曜日開催

◆日時　２月22日㈯午前10時～正午（荒天中止）
◆場所　ふれあいファーム芳野駐車場（鴻巣 2090）
◆内容　地元野菜などの詰め合せＢＯＸ（予約制）や
　　　　地元の農畜産物などの産品の販売（当日販売）
◆申込方法　申し込みフォーム（市ホームページ内）
◆申込期間　２月14日㈮～18日㈫
◆主催　アグリビジネスネットワーク「フェルミエ那珂」
�申問農政課農業振興Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

里
親
制
度
説
明
会

期
日
▼
３
月
２
日
㈰

時
間
▼
午
後
２
時
～
４
時

（
受
付
開
始　
午
後
１
時
40
分
）

場
所
▼
内
原
同
仁
会
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
水
戸
市
小
林
町
１
１
８
６
‐
84
）

内
容
▼
里
親
制
度
説
明
、里
親
体

験
談
な
ど

定
員
▼
50
人

費
用
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

申
込
期
限
▼
３
月
１
日
㈯

�申
問
（福）
同
仁
会
児
童
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
あ
い
び
ー　
新
山

☎
０
２
９
‐
２
９
１
‐
３
７
７
０

☎
０
８
０
‐
８
４
３
４
‐
３
６
０
９

satoriku@
doujinkai.or.jp

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

期
間
▼
１
月
下
旬
～
３
月
31
日
㈪

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
場
合
に
よ
っ
て
は
夜
間
実
施

場
所
▼
市
内
各
所

※
宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー
か
ら
調
査
を
す
る

た
め
、
敷
地
内
に
立
ち
入
り
ま
す
。

内
容
▼
音
調
棒（
漏
水
音
を
検
知
す
る
長
い

棒
）、
漏
水
探
知
機（
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
し
て

音
を
検
知
す
る
機
械
）を
用
い
た
調
査

委
託
業
者
▼
㈱
エ
ム
ズ
ジ
ャ
パ
ン
、
水
道

総
合
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
㈱

※
調
査
員
は
、
身
分
証
と
腕
章
ま
た
は
ビ

ブ
ス
を
付
け
て
調
査
し
ま
す
。

※
調
査
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
や
、
建
物

内
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
水
道
課
工
務
管
理
Ｇ
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

地
域
計
画
策
定
に

向
け
た
報
告
会

　
農
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い

の
結
果
を
踏
ま
え
、地
域
農
業
の
将
来
の
在

り
方
を
示
す「
地
域
計
画
」の
計
画（
案
）を
作

成
し
ま
し
た
の
で
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
２
月
19
日
㈬
午
後
３
時
～
５
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
集
会
ホ
ー
ル

対
象
▼
農
業
者
、
地
域
の
か
た

内
容
▼
地
域
計
画（
案
）の
内
容
説
明
な
ど

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
窓
口
受

付
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
住
所
、
氏
名
、
耕
作
の
有
無
、
主
に
耕

作
し
て
い
る
地
区
、
電
話
番
号
を
明
示

※
個
別
に
開
催
通
知
が
郵
送
さ
れ
て
い
る

か
た
は
、
同
封
の
様
式
に
よ
り
ご
報
告
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限
▼
２
月
17
日
㈪

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

FAX
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
０
２
１

nousei@
city.naka.lg.jp

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

日
時
▼
３
月
１
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し
の
会
議

室
・
研
修
室

対
象
者
▼�

市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
か
た

内
容
▼
認
知
症
の
基
礎
知
識
、
具
体
的
な

対
応
な
ど
の
講
話

定
員
▼
20
人
程
度
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

費
用
▼
無
料　
申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
２
月
20
日
㈭

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
た
か
園

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
８
７
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公式SNS・メールマガジン
SNS でも市からの情報を配信し
ています。ぜひご利用ください。

facebook
那珂市

LINE
那珂市役所

X（旧Twitter）
@naka_city

Instagram
いぃ那珂暮らし

メールマガジン
情報メール一斉配信サービス

※配信内容（選択式）です。

令
和
６
年
度

茨
城
県
移
動
展
覧
会

茨
城
の
美
術
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

期
間
▼
２
月
22
日
㈯
～
３
月
９
日
㈰
正
午

※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
▼
県
陶
芸
美
術
館
（
笠
間
市
笠
間

２
３
４
５
）

入
館
料
▼
無
料

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
生
活
文
化
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
８
２
４

水
戸・歴
史
に
学
ぶ
会
講
演
会

田
中
正
造
を
め
ぐ
る
郷
土
の
先
人

ー
根
本
正
と
黒
沢
酉
蔵
ー

日
時
▼
３
月
２
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

す
が
や

講
師
▼
仲
田
昭
一
氏

定
員
▼
１
０
０
人（
申
し
込

み
不
要
、
当
日
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円
（
資
料

代
な
ど
）

問
水
戸
・
歴
史
に
学
ぶ
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

初
め
て
の「
し
い
た
け
菌
打
ち
体
験
」

日
時
▼
２
月
23
日
㈰
午
前
９
時
15
分
～
11

時
30
分（
予
定
）

集
合
場
所
▼
古
徳
沼
白
鳥
見
学
者
駐
車
場

定
員
▼
15
組（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
一
組
は
１
人
以
上
３
人
以
下

参
加
費
▼
一
組
千
円（
原
木
の
お
土
産
付
き
）

持
ち
物
▼
帽
子
、
手
袋
、
タ
オ
ル
、
飲
料

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
２
月
17
日
㈪

�申
問
な
か
自
然
の
会

岡
村
☎
０
９
０
‐
７
２
２
８
‐
２
５
５
６

省エネルギー月間（2/1 ～ 2/28）　省エネを実践しましょう

四季のうた

小　
森

友　
子

読
み
掛
け
の
本
枕
辺
に
秋
惜
し
む

丹　
能

永　
子

頬
被
り
豆
選
る
我
も
母
に
似
て

植　
田

文　
弥

調
教
師
馬
に
一
鞭
鰯
雲

中　
村

良　
子

坂
道
を
枯
葉
転
が
る
風
強
し

清　
水

慶　
子

新
札
の
肖
像
凜
と
文
化
の
日

中　
村

耕　
勇

観
楓
に
凜
と
経
の
音
社
寺
の
杜

小　
西

澄　
子

濃
あ
ぢ
さ
ゐ
兜
太
の
句
碑
の
骨
太
字

江　
幡

澄　
夫

老
い
し
母
曲
り
し
腰
で
澤
庵
漬
く

美
佐
子

静
か
な
る
夕
暮
の
山
鹿
鳴
け
り

椎　
名

刀
持
ち
羽
織
袴
で
七
五
三

内　
田

克
比
古

静
け
さ
を
母
と
過
ご
す
や
月
鈴
子

川
野
辺

喜
美
子

　
思いのまま俳句会 矢須　恵由　選

エ
ア
コ
ン
に
頼
る
連
日
残
暑
か
な

人　
見

章
太
郎

祝
詞
聞
く
孫
う
と
う
と
と
七
五
三

小　
瀬

幸　
子

千
歳
飴
そ
ろ
え
た
指
の
愛
し
さ
よ

根　
本
　
　
均

ま
だ
止
ま
ぬ
海
彼
の
戦
冬
に
入
る

矢　
須

恵　
由
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募
集

琴
伝
流
大
正
琴
第
21
回
記
念

孝
響
ハ
ー
モ
ニ
ー
定
期
演
奏
会

日
時
▼
３
月
２
日
㈰
午
後
１
時

（
開
場　
午
後
０
時
30
分
）

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
集
会
ホ
ー
ル

演
奏
曲
▼
月
の
沙
漠
、
思
秋
期
、
竹
田
の

子
守
歌（
尺
八
）、 
契
り　
ほ
か（
全
21
曲
）

※
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。　

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
琴
伝
流
大
正
琴
孝
響
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

市
文
化
協
会
器
楽
部
会　

後
援
▼
市
文
化
協
会
、
内
閣
府
認
定

（公社）
大

正
琴
協
会
、（有）
日
本
バ
イ
オ
リ
ン
研
究
所
、

琴
伝
流
大
正
琴
全
国
普
及
会

問
琴
伝
流
大
正
琴
孝
響
ハ
ー
モ
ニ
ー

鶴
岡
☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
０
０
２
５

委
員
会
お
よ
び
市
の
登
録
制
度
の
規
定
に

よ
り
認
定
さ
れ
た
市
民
活
動
団
体

※
市
民
提
案
事
業
を
実
施
し
た
団
体
に
つ

い
て
は
、
実
施
後
３
年
経
過
し
て
い
る
団

体
に
限
る

※
共
同
で
事
業
を
実
施
す
る

団
体
が
同
一
組
織
と
み
ら
れ

る
場
合
は
対
象
外

採
択
予
定
数
▼
３
組

補
助
率
▼
10
分
の
10

補
助
限
度
額
▼
５
万
円
（
予
定
）

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
、
審
査
会
で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ

募
集
期
間
▼
１
月
27
日
㈪
～
３
月
７
日
㈮

※
各
事
業
の
詳
細
は
、募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。募
集
要
項
は
、市
民
協
働
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

�申
問
市
民
協
働
課
市
民
活
動
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

令
和
７
年
度

那
珂
市
市
民
活
動

支
援
事
業
を
募
集

設
立
準
備
事
業

　
こ
れ
か
ら
市
民
活
動
に
取
り
組
も
う
と

す
る
団
体
な
ど
が
行
う
、
活
動
基
盤
を
整

え
る
た
め
の
活
動
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
団
体
▼
団
体
設
立
後
12
か
月
以
内
で

市
の
登
録
制
度
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ

た
、
ま
た
は
認
定
さ
れ
る
見

込
み
の
市
民
活
動
団
体

※
１
団
体
に
つ
き
１
回
限
り

採
択
予
定
数
▼
５
団
体

補
助
率
▼
10
分
の
５　

補
助
限
度
額
▼
５
万
円
（
予
定
）

募
集
期
間
▼
随
時

市
民
提
案
事
業

　
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
団
体
な

ど
が
提
案
し
、
新
た
に
取
り
組
む
活
動
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

�

対
象
団
体
▼
自
治
会
、
地
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
お
よ
び
市
の
登
録
制
度
の
規
定
に

よ
り
認
定
さ
れ
た
市
民
活
動
団
体

※
団
体
設
立
後
３
年
以
上
経

過
し
、過
去
３
年
間
、市
民
提

案
事
業
に
よ
る
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
団
体
な

ど
に
限
る

※
当
該
年
度
中
に
１
回
限
り
と
し
、同
一
事

業
を
継
続
す
る
場
合
は
、２
年
ま
で
受
給
可

採
択
予
定
数
▼
新
規
４
団
体
、継
続
２
団
体

補
助
率
▼
10
分
の
８

補
助
限
度
額
▼
40
万
円
（
予
定
）

選
考
方
法
▼
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
４
月
下
旬
予
定
）

※
詳
細
は
、申
込
団
体
に
通
知
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間
▼
１
月
27
日
㈪
～
３
月
７
日
㈮

団
体
継
続
支
援
事
業

　
安
定
的
な
団
体
活
動
の
継
続
と
活
性
化
、

新
規
入
会
の
呼
び
か
け
や
次
世
代
の
担
い

手
の
人
材
育
成
を
図
る
新
た
な
活
動
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体
▼
自
治
会
、
地
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
お
よ
び
市
の
登
録
制
度
の
規
定
に

よ
り
認
定
さ
れ
た
市
民
活
動
団
体

※
市
民
提
案
事
業
を
実
施
し

た
団
体
に
つ
い
て
は
、
実
施

後
３
年
経
過
し
て
い
る
団
体

に
限
る

採
択
予
定
数
▼
５
団
体

補
助
率
▼
10
分
の
10

補
助
限
度
額
▼
５
万
円
（
予
定
）

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
、
審
査
会
で
の
ヒ

ア
リ
ン
グ

募
集
期
間
▼
１
月
27
日
㈪
～
３
月
７
日
㈮

団
体
交
流
支
援
事
業

　
二
つ
以
上
の
団
体
が
共
同
で
取
り
組
む
、

地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
新
た
な
活

動
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体
▼
自
治
会
、
地
区
ま
ち
づ
く
り

第
25
回
か
さ
ま
の
陶
雛
～
桃
宴
～

期
間
▼
３
月
３
日
㈪
ま
で

場
所
▼
道
の
駅
か
さ
ま

（
笠
間
市
手
越
22
‐
１
）

ほ
か

内
容
▼
笠
間
高
校
美
術
科

を
中
心
と
し
た
生
徒
が
製

作
し
た
陶
雛
の
展
示
、
お

雛
様
ラ
イ
ブ
、
陶
雛
製
作

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

問
（一社）
笠
間
観
光
協
会

☎
０
２
９
６
‐
72
‐
９
２
２
２
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イ
ラ
ス
ト
挿
入

Ｇ…グループ 　
問…問い合わせ　
　…申し込み・申請・応募・届出
…メール

市ホームページでは、行政・
災害などのさまざまな情報を
お届けしています。

�申

　

四季のうた

那珂短歌会 片岡　明　選

人
住
ま
ぬ
広
き
屋
敷
の
庭
に
咲
く
古
木
は
昭
和
の
栄
華
を
語
る

小
野
瀬
　
　
壽

家
跡
が
更
地
と
な
り
し
傍
ら
に
傾
き
て
立
つ
梅
の
老
木

大　
森

勝　
代  

千
年
を
越
え
て
湧
き
出
る
城き
の
さ
き崎

の
湯
気
の
二
人
は
異
国
の
こ
と
ば

富　
子

石　
川

新
婚
の
松
本
時
代
が
懐
か
し
く
銘
菓
「
老
松
」
を
妻
と
食
み
た
り

宏　
幸

海　
野

枯
れ
た
か
と
見
ゆ
る
古
木
に
花
が
咲
く
白
寿
の
義
父
の
育
て
た
る
梅

兼　
子

り　
え

　
　
系

大　
内

元
旦
に
能
登
の
悲
惨
が
よ
み
が
え
り
無
事
に
あ
れ
よ
と
初
詣
で
に
行
く

空
高
く
揚
が
る
花
火
は
大
輪
の
菊
花
を
映
す
ふ
る
里
の
川

佐
久
間

秀　
帆

限
界
に
挑
み
歩
幅
を
広
く
し
て
子
に
従つ

き
て
ゆ
く
病
棟
廊
下

片　
岡
　
　
明

太
極
拳
ひ
ま
わ
り
の
会

初
心
者
募
集

　
太
極
拳
は
、
深
い
呼
吸
と
ゆ
っ
く
り
と

し
た
動
き
で
心
身
を
整
え
、
生
涯
無
理
な

く
行
え
る
健
康
法
で
す
。

日
時
▼
第
１
～
３
水
曜
日　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り

指
導
者
▼
小
林
早
苗
氏（
楊
名
時
八
段
錦・

太
極
拳
師
範
）

費
用
▼
月
会
費　
千
円

　
　
　

年
会
費　
３
５
０
０
円

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
太
極
拳
ひ
ま
わ
り
の
会

田
波
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
０
３
７
６

石
川
☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
３
０
３
７

※
午
後
５
時
以
降

市
行
財
政
改
革
懇
談

会
委
員
募
集

資
格
▼
市
内
在
住
で
、年
３
回
程
度
平
日
に

開
催
さ
れ
る
会
議（
初
回
は
８
月
頃
、他
２

回
は
10
月
頃
を
予
定
）に
出
席
で
き
る
か
た

任
期
▼
４
月
１
日
～
令
和
９
年
３
月
31
日

（
２
年
間
）

活
動
内
容
▼
行
政
活
動
の
外
部
評
価
な
ど

募
集
人
数
▼
５
人
程
度

謝
礼
▼
日
額
６
７
０
０
円
（
税
・
交
通
費

込
み
）

選
考
方
法
▼
書
類
選
考

提
出
書
類
▼
「
那
珂
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
行
政
運
営
の
効
率
化
に
つ
い

て
」
に
関
す
る
作
文

※
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番
号
を

明
記（
様
式
自
由
）

※
作
文
は
、
様
式
自
由
・
字
数
制
限
な
し

応
募
方
法
▼
窓
口
受
付
、郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル

応
募
期
限
▼
２
月
25
日
㈫
（
必
着
）

�申
問
行
財
政
改
革
推
進
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

gyoukaku@
city.naka.lg.jp
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12
月
７
日
、
総
合
セ
ン

タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
、
青
少
年

育
成
那
珂
市
民
会
議
主
催
の

「
家
庭
の
日
」
図
画
・
作
文

発
表
会
並
び
に
表
彰
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
作
文
の
部
金
賞

受
賞
者
の
発
表
が
あ
り
、
家

族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
い
き
い

き
と
発
表
す
る
姿
に
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
に
は
、
図
画
・
作

文
の
入
賞
作
品
が
展
示
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
が
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
家
庭
づ
く
り
を
目
指
し
て

友
好
都
市
提
携
20
周
年
記
念
植
樹
式

　
12
月
９
日
、
一
の
関
た
め

池
親
水
公
園
で
、
秋
田
県
横

手
市
と
の
友
好
都
市
提
携
20

周
年
を
記
念
し
、
横
手
市
か

ら
贈
ら
れ
た
「
枝
垂
桜
」
の

植
樹
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
長
、副
市
長
、教
育
長
、

市
議
会
議
長
の
ほ
か
、
市
立

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
年
長
児
の

皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
が
「
お
お
き
く

な
あ
れ
！
」
と
願
い
を
こ
め

て
植
え
た
桜
の
花
が
咲
く
日

が
楽
し
み
で
す
。

まち那珂トピックス

お
父
さ
ん
の
料
理
教
室

　
11
月
30
日
、
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
か
主
催
の
「
お
父

さ
ん
の
料
理
教
室
」
を
、
食

生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
の

も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
組
の
父
子
が
参
加
し
、

「
お
う
ち
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気

分
」
を
テ
ー
マ
に
、
お
父
さ

ん
を
中
心
と
し
て
豆
腐
パ
ッ

ク
de
お
に
ぎ
ら
ず
な
ど
4
品

を
作
り
ま
し
た
。
お
子
さ
ん

た
ち
は「
お
父
さ
ん
応
援
隊
」

と
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

常
磐
自
動
車
道
側
道
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
12
月
７
日
、
令
和
６
年
度

常
磐
自
動
車
道
側
道
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
地
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
、市
民
活
動
団
体
、市

内
事
業
所
、
関
係
機
関
の
協

力
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

総
勢
３
５
１
人
に
よ
り
、

常
磐
自
動
車
道
側
道
に
捨
て

ら
れ
た
ご
み
４
０
０
㎏
を
収

集
し
ま
し
た
。

　
当
日
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
し
い
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
誕
生

　

10
月
16
日
～
11
月
25
日
、

全
６
回
約
18
時
間
の
養
成
講

習
を
修
了
し
、
新
た
に
10
人

の
食
生
活
改
善
推
進
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
に
所
属
し
、
食
を
通
し
た

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地

域
の
健
康
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
き

ま
す
。
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今号の表紙

　新たに名誉市民となった白土
松吉氏です。一の関ため池親水
公園にある顕彰碑には、経歴や
活躍の足跡が刻まれています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮した
植物油インキを
使用しています。

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。

市内施設での測定値
は、すべて基準値以
下でした。

放射線量（１月分）

納期限▶２月28日

問収納課収納G
☎ 029‐298‐1111

※�市税の納付には、便利で確実な口
座振替をご利用ください。

２月の納税

◦固定資産税・都市計画税・・・４期
◦国民健康保険税（普通徴収）・・８期
◦後期高齢者医療保険料（普通徴収）
　・・・・・・・・・・・・８期
◦介護保険料（普通徴収）・・６期

市制施行 20周年記念第 62回那珂市冬季駅伝競走大会結果

　令和６年 12月１日、市制施行20周年記念第 62回那珂市冬季駅伝競走大会
を、なか LuckyFM公園で開催し、総勢85チームが参加しました。
　この日に向けて練習に励んだ皆さんは、集まった観客の声援を受けながら、
最後まで走り抜きました。

部門 第１位 第２位 第３位
小
学
校

男子 菅谷東A 瓜連小男子 五台小ばら
女子 菅谷東A 菅谷小A 瓜連女子

中
学
校

男子学校代表 第一中学校A 那珂四中 第三中学校
女子学校代表 第二中学校 第一中学校 那珂四中

男子部活代表 那珂三warrious 
full of passion 那珂四中YDK 那珂三

だしょーズ

女子部活代表 第一中学校
バスケA 第二中学校バスケ 四中女テニキュア

ダイヤモンド

一般 那珂市消防本部 チーム西レジェンド チーム SJS

令和６年第４回那珂市議会定例会

　令和６年12月３日から20日までの18日間の会期で行われた令
和６年第４回定例会については、２月４日発行の「議会だより」を
ご覧ください。那珂市議会ホームページでもご覧になれます。

問市議会事務局　☎ 029‐298‐1111

問スポーツ推進室　☎ 029‐297‐0077

問市社会福祉協議会
☎ 029‐229‐0309

令和６年11月15日～
12月14日（敬称略）

ご協力ありがとうございました善意銀行

那珂市ゴルフ連盟	 64,607円
下河原自治会	 24,274円
門部台自治会	 21,236円
切手テレカボランティア ポピー	 22,125円
匿名	 30,000円
匿名	 2,000円

1 月 27日号15
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那珂市が誕生してから20年間に起きた出来事を振り返ります

市制20周年を振り返る

▲ 令和５年４月

第２次那珂市総合計画
後期基本計画を策定

【令和５年４月25日号掲載】

前期基本計画に「SDGsの推進」や「DXの推進」
などを新たに盛り込んだ、後期基本計画が
策定されました。

成年年齢引き下げ後、
初の「二十歳の集い」

【令和５年２月13日号掲載】

▲ 令和５年１月

民法改正に伴い、成年年齢が引き下げられ
た後も、市では、20 歳を対象として「二十
歳の集い」を実施することとしました。

市制20周年を振り返る

元 気 な 顔 ‼

GE
NKINAKA OH!!

那珂警察署からのお知らせ

防犯対策をお願いします

問那珂警察署
☎ 029‐352‐0110

問秘書広聴課　☎ 029‐298‐1111

問シティプロモーション推進室
☎ 029‐298‐1111

渡邊 湊
そうすけ

友さん澤畑 統
と う ま

真さん

　このコーナーでは、市内にお住まい
の未就学のお子さんの写真を募集して
います。

応募はこちらから▶

　次のような防犯対策を徹底しましょう。
⃝在宅中や短時間の外出でも、しっかりと鍵をかけましょう。
⃝雨戸、補助錠など、二重三重に戸締まりをしましょう。
⃝�防犯フィルム、防犯カメラ、センサーライトなどの設置・活用をし
ましょう。
⃝�すぐに110番通報ができるように、スマートフォン、携帯電話は
常に手元、枕元に置きましょう。
⃝個人情報を簡単に話さない、教えないようにしましょう。

2020202020

　不審と感じる車、人を見かけたら警
察に通報、情報提供をお願いします。
　車は、ナンバー・色・車名・メー
カーなど、人は、服装・髪型・持ち
物などの特徴を分かる限りお伝え
ください。




